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　12 月定例会は 11 月 30 日（金）から 12 月 21 日（金）までの

22 日間の会期で開き、6 億 6,696 万円の一般会計補正予算（第 5

号）を含む 21 議案すべてを原案のとおり可決しました。

12 月
定例会

長門市議会だより　2019.2.1

「湯本の玄関」

駐車場の整備へ

議案第１号 ▼平成 30 年度長門市一般会計補正予算（第５号）

長門湯本温泉観光まちづくり整備事業

駐車場整備工事　1億 1,700 万円

駐車場照明設備工事　8,300 万円

照明設備工事積算・現場監理業務　500 万円

回
の
補
正
予
算
に
計
上
さ

れ
て
い
る
「
長
門
湯
本
温

泉
観
光
ま
ち
づ
く
り
整
備
事
業
」

は
、
国
道
316
号
線
に
面
し
た
駐
車

場
の
整
備
を
行
う
も
の
で
す
。
観

光
客
は
ま
ず
、
こ
こ
で
車
を
停
め

て
か
ら
温
泉
街
へ
入
る
た
め
、
ま

さ
に
「
湯
本
の
玄
関
」
と
な
る
重

要
な
整
備
と
な
り
ま
す
。

植
栽
や
夜
間
照
明
も
充
実

　

予
算
決
算
委
員
会
の
審
査
で
は

委
員
か
ら
、
駐
車
場
照
明
設
備
工

事
の
内
容
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
執
行
部
か
ら
「
駐
車
場
内
の

街
灯
だ
け
で
は
な
く
、
ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
照
明
や
ゲ
ー
ト
、
眺
望
テ

ラ
ス
の
間
接
照
明
等
が
含
ま
れ
て

い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
委
員
か
ら
、
駐
車
場
整

備
工
事
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
、執
行
部
か
ら
「
一

般
車
両
が
95
台
、
大
型
バ
ス
が
３

台
駐
車
可
能
な
駐
車
場
の
整
備
を

計
画
し
て
い
る
。
管
渠
型
側
溝
や

ス
リ
ッ
ト
型
側
溝
、
暗
渠
排
水
管

な
ど
の
排
水
工
事
及
び
擬
石
の
イ

ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
の

舗
装
、
自
然
石
を
使
用
し
た
歩
道

の
舗
装
工
事
、
擬
石
の
縁
石
や
植

栽
枡
の
整
備
、
そ
の
他
付
帯
工
事

や
植
栽
工
事
の
整
備
を
計
画
し
て

い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

今

駐車場の完成イメージ

21 議案を可決
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議案番号 件　　　　名 結果

13
平成 30 年度長門市国民健康保険事業特別会計補正
予算（第２号） 

原案可決

14
平成 30 年度長門市湯本温泉事業特別会計補正
予算（第２号） 

原案可決

15
平成 30 年度長門市介護保険事業特別会計補正予算

（第３号）
原案可決

16
平成 30 年度長門市後期高齢者医療事業特別会計
補正予算（第２号） 

原案可決

17 平成 30 年度長門市水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決

18 平成30年度長門市下水道事業会計補正予算（第４号）原案可決

19 長門市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

20
長門市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改
正する条例 

原案可決

21
長門市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の
一部を改正する条例

原案可決

議案番号 件　　　　名 結果

1 平成 30 年度長門市一般会計補正予算（第５号） 原案可決

2 平成 30 年度長門市下水道事業会計補正予算 ( 第３号 ) 原案可決

3 長門市部課設置条例の一部を改正する条例 原案可決

4 長門市職員退職手当に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

5 長門市学校給食センター条例の一部を改正する条例 原案可決

6 長門市下水道事業審議会条例の一部を改正する条例 原案可決

7 長門市営湯本温泉条例の一部を改正する条例 原案可決

8 長門市高齢者福祉施設条例等の一部を改正する条例 原案可決

9
長門市俵山多目的交流広場の指定管理者の指
定について

原案可決

10 長門市仙崎公民館の指定管理者の指定について 原案可決

11 長門市過疎地域自立促進計画の変更について 原案可決

12 平成 30 年度長門市一般会計補正予算（第６号） 原案可決

■12月定例会議決結果

市
道
志
道
田
線
改
良
事
業
　
５
０
５
１
万
円

工
場
用
地
の
造
成
に
伴
い

市
道
を
改
良

　

三
隅
地
区
の
工
場
用
地
造
成
計
画
地
に
あ

る
現
在
の
道
路
が
な
く
な
る
こ
と
に
伴
う
代

替
機
能
の
確
保
と
、
側
溝
の
機
能
を
向
上
さ

せ
て
浸
水
被
害
を
減
ら
す
た
め
、
市
道
を
改

良
す
る
事
業
で
す
。

用
地
取
得
費
、
建
物
移
転
補
償
費
の

内
訳
は
。

用
地
取
得
に
つ
い
て
は
９
筆
、
900
㎡

で
地
権
者
数
は
３
名
を
予
定
し
て
い

る
。
移
転
補
償
費
の
４
３
０
０
万
円
に
つ
い

て
は
公
共
用
地
取
得
に
伴
う
損
失
補
償
基
準

に
準
じ
て
計
算
し
て
い
る
。

鳥
獣
害
に
強
い
集
落
づ
く
り
事
業
　
１
４
１
万
円

ヌ
ー
ト
リ
ア
・
イ
ノ
シ
シ
の

農
作
物
被
害
へ
の
対
策
を

　

仙
崎
青
海
地
区
の
外
来
生
物
や
イ
ノ
シ
シ
被

害
対
策
と
し
て
、
防
護
柵
や
捕
獲
罠
の
設
置
を

行
う
た
め
の
経
費
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
す

る
事
業
で
す
。

こ
の
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
、
詳
し
い

説
明
を
。

青
海
湖
周
辺
に
生
息
す
る
ヌ
ー
ト
リ
ア

の
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
田
畑
へ
の
侵
入

を
防
ぐ
防
護
柵
を
設
置
す
る
。
ま
た
、
防
護
柵

を
設
置
で
き
な
い
水
路
等
の
箇
所
に
罠
を
仕
掛

け
、
捕
獲
駆
除
を
す
る
。
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
防

止
対
策
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
柵
の
な
い
道
路
や
水

路
に
罠
を
仕
掛
け
、
捕
獲
駆
除
を
行
う
。

ヌ
ー
ト
リ
ア
や
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害

は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

ヌ
ー
ト
リ
ア
に
よ
る
被
害
状
況
は
、
青

海
地
区
で
稲
の
茎
が
か
じ
ら
れ
る
と
い

う
被
害
や
、
田

の
畔
に
穴
を
開

け
る
な
ど
の
被

害
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。

　

イ
ノ
シ
シ
に

よ
る
被
害
状
況

は
約
０
・
６
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
水
稲

被
害
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。

林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業
　
１
５
０
万
円

山
の
管
理
状
況
等
の
調
査
を
実
施

　

森
林
所
有
者
の
山
の
管
理
状
況
や
集
約

化
等
に
対
す
る
意
向
把
握
調
査
の
集
計
と

分
析
を
行
う
た
め
の
予
算
で
す
。

意
向
把
握
調
査
は
ど
の
よ
う
に
行
う

の
か
。

地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業
の
支
援
事
業

者
と
共
同
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
作
成
し
、

西
部
森
林
組
合
の
組
合
員
を
対
象
に
、
山
の

管
理
状
況
や
森
林
の
集
約
化
に
対
す
る
意

向
把
握
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

議案第１号 ▼平成 30 年度長門市一般会計補正予算（第５号）

ココが

論点

問

問問

問 答

答答

答

▲ヌートリア
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　この条例は、平成31年4月から現行の福祉課を、

地域福祉課と高齢福祉課の 2 課に再編することか

ら所要の改正を行うものです。

　審査では委員から高齢福祉課に設置される福祉

相談総合窓口の役割について質疑があり、執行部

から「福祉に関するさまざまな相談を受け付け、

各担当部署に繋ぐ役割を担うこととしている」と

の答弁がありました。

　次に委員から、新設される相談支援包括化推進

員の業務内容及び配置について質疑があり、執行

部から「業務内容としては相談に対する支援計画

の作成や、支援機関等との連絡調整、支援の実施

状況の把握など、相談支援の全体的なコーディ

ネートを行う。配置については福祉相談総合窓口

に１名を予定している」との答弁がありました。

　さらに相談支援包括化推進員の採用要件につい

て質疑があり、執行部から「社会福祉士等の相談

援助に関わる資格取得者、または福祉分野におけ

る相談支援機関での実務経験を有するものなどの

要件が必要とされている」との答弁がありました。

あり、執行部から「長門市学校給食センターへの納

入を希望される業者には、学校給食用物資納入業者

の登録の申請が必要となり、現在、該当の業者に対

しては申請の案内をしている」との答弁がありまし

た。

その他の委員会付託議案　　特別会計・条例

文教産業

委員会

▲

議案第３号　長門市部課設置条例の一部を改正する条例

「福祉相談総合窓口」の設置に向けて

　平成 31 年 4 月から日置学校給食センターを廃

止し、長門市学校給食センターでの 1 センター運

営を行うことから所要の改正を行うものです。

　審査では委員から、日置学校給食センター廃止後

の配送業務、及び調理員の人員体制について質疑が

あり、執行部から「配送業務については新たに配送

車を１台加え、人員については現在の 15 名体制を 2

名増員し、17 名体制で行う予定である」との答弁が

ありました。

　次に委員から、廃止される日置学校給食センター

への食材納入業者の今後の取り扱いについて質疑が

▲

議案第５号　長門市学校給食センター条例の一部を改正する条例

学校給食センターを一元化

総務民生

委員会

▲

議案第２号　

平成３０年度長門市下水道事業会計補正予算（第３号）

最適な整備計画の策定へ

　最適整備構想策定業務委託料の業務内容について

委員から質疑があり、執行部から「先行実施してい

る機能診断調査による施設の劣化状況や要因、健全

度の判定結果などにより機能保全対策工法の検討、

及び各処理区の機能保全計画を基にした機能保全工

事の実施時期や対策の優先度等を盛り込んだ整備計

画を策定するものである」との答弁がありました。

　次に委員から、東深川 1 号幹線用地取得のための

用地費 770 万円について質疑があり、執行部から「汚

水幹線が埋設されている土地について、買収面積が

確定したため計上した」との答弁がありました。

１２月定例会

▼

長
門
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
現
場
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所
有
者
不
明
の
空
き
地
対
策
は

市
の
事
業
を
進
め
る
際
、
所
有
者

不
明
の
土
地
が
運
営
の
支
障
と
な

り
、
問
題
が
発
生
す
る
可
能
性
も
あ
る

と
思
う
が
、
市
と
し
て
の
対
策
に
つ
い

て
尋
ね
る
。

市
の
対
応
は
、
登
記
名
義
人
を
確

認
し
、
近
隣
住
民
や
自
治
会
長
か

ら
所
有
者
等
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し

て
、
空
き
地
相
続
人
を
辿
り
改
善
を
お

願
い
し
て
い
る
。
ま
た
、
相
続
人
に
よ

る
対
応
が
困
難
な
場
合
、
相
続
人
と
の

協
議
を
経
て
、
市
が
相
続
人
に
代
わ
り

状
況
の
改
善
を
行
っ
て
い
る
。

空
き
家
は
国
が
特
別
措
置
法
を
定

め
た
た
め
、
問
題
解
決
が
出
来
る

よ
う
に
な
っ
た
。
今
後
、
空
き
家
条
例

の
中
に
空
き
地
も
入
れ
る
こ
と
は
考
え

ら
え
な
い
か
。

空
き
地
管
理
は
、
本
市
の
み
の
問

題
で
は
な
く
、
強
制
的
な
手
法
が

可
能
な
法
律
の
制
定
に
向
け
、
他
の
自

治
体
と
も
協
力
し
な
が
ら
、
市
長
会
を

通
じ
て
国
へ
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

小
中
学
校
の
置
き
勉
対
策
は

文
科
省
は
通
学
時
の
カ
バ
ン
等
が

重
く
な
り
児
童
生
徒
の
大
き
な
負

担
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
全
国
の
教
育

委
員
会
な
ど
に
「
置
き
勉
」
を
認
め
る

よ
う
通
知
し
た
。
本
市
の
小
中
学
校
に

お
け
る
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

市
教
育
委
員
会
は
、
携
行
品
の
過

剰
な
重
さ
に
よ
り
児
童
生
徒
の
健

や
か
な
身
体
の
発
達
に
影
響
が
生
じ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
市
内
の
小
中
学
校

に
対
し
、
保
護
者
と
も
連
携
し
て
児
童

生
徒
の
発
達
段
階
や
学
習
上
の
必
要
性
、

通
学
上
の
負
担
な
ど
、
学
校
や
地
域
の

実
態
を
考
慮
し
て
さ
ら
な
る
工
夫
と
判

断
を
指
導
し
て
い
く
。

　一般質問は市政に関して議員が質問を行い、新たな施策の提案や、市政に対しての

意見や要望を述べ、市政をより良い方向へ導くものです。一般質問

平
成
31
年
度
の予

算
編
成
方
針
は

10
月
に
発
表
さ
れ
た
平
成
31
年
度

の
予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て
、
最

も
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と
は
何
か
。

市
民
が
幸
せ
を
感
じ
る
「
健
幸
」

づ
く
り
、
地
場
産
業
の
活
躍
で
ま

ち
に
活
力
を
生
み
出
す
「
し
ご
と
」
づ

く
り
、
市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て
の
「
地
域
総
合
力
」
発
揮
の

３
点
を
重
点
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
、

予
算
編
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

平
成
31
年
度
は
合
併
特
例
措
置
の

最
終
年
度
で
あ
り
、
今
後
の
財
政

運
営
は
「
身
の
丈
に
合
っ
た
緊
縮
財
政
」

へ
の
転
換
が
必
要
で
は
な
い
か
。

特
例
措
置
終
了
に
伴
い
予
算
額
が

確
実
に
減
る
こ
と
か
ら
、
プ
ラ
イ

マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
守
り
、
不
要
な
事

業
は
廃
止
す
る
な
ど
、
予
算
が
200
億
円

を
切
る
よ
う
に
編
成
を
し
て
い
く
。

実
効
性
の
あ
る
地
域
防
災
力
を

現
在
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
て
い
る

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
災
害
の
種

類
ご
と
に
複
数
作
成
さ
れ
て
お
り
、
非

常
に
使
い
づ
ら
い
の
で
は
な
い
か
。

複
数
の
地
図
を
１
枚
に
ま
と
め
た

り
、
地
域
に
あ
る
施
設
を
表
記
し

た
り
す
る
な
ど
、
分
か
り
や
す
い
地
図

に
な
る
よ
う
研
究
し
て
い
き
た
い
。

避
難
勧
告
等
は
地
域
に
近
い
自
治

会
や
消
防
団
か
ら
の
情
報
ほ
ど
効

果
が
あ
る
た
め
、
音
声
告
知
端
末
機
の

普
及
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

音
声
告
知
端
末
機
は
災
害
時
に
非

常
に
役
に
立
つ
こ
と
か
ら
、
今
後

も
普
及
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

　

S
A

K
IN

O
 M

A
S

A
H

IR
O

　

▼音声告知端末機

問問

問問

問

答答

答答

答

答

先野 正宏
議員

問

▼通学上の負担にならない対応を

　

T
A

M
U

R
A

 T
E

T
S

U
R

O

　田村 哲郎
議員

答 問



6長門市議会だより　2019.2.1

木
育
推
進
の
取
り
組
み
は

平
成
28
年
11
月
、
市
の
豊
富
な
森

林
資
源
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
森

林
を
守
り
、
次
世
代
に
受
け
継
ぐ
た
め

の
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言
を
行
っ
た
が
、

そ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
尋

ね
る
。木

育
推
進
基
本
方
針
と
し
て
、
木

育
推
進
の
中
核
を
担
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
人
と
木
」
と
連
携
し
、
誕
生
祝
い

品
事
業
や
木
育
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
開
催
、

木
育
推
進
拠
点
施
設
長
門
お
も
ち
ゃ
美

術
館
の
整
備
お
よ
び
運
営
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

長
門
市
林
業
、
木
材
産
業
振
興
大

綱
で
は
、
林
業
、
木
材
産
業
の
成

長
産
業
化
に
向
け
た
取
り
組
み
と
連
携

し
、
所
得
の
向
上
や
雇
用
の
拡
大
を
図

る
と
あ
る
が
、
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

地
域
の
製
材
、
木
材
加
工
分
野
の

人
材
の
確
保
育
成
と
木
育
と
連
携

し
た
木
工
分
野
の
企
業
、
人
材
育
成
の

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

木
育
推
進
計
画
に
は
「
ひ
と
づ
く

り
」
が
あ
る
。
小
さ
な
頃
か
ら
木

を
楽
し
む
、
木
に
触
れ
合
っ
て
い
く
、

木
の
良
さ
を
感
じ
て
い
く
こ
と
が
大
切

と
思
う
が
、
学
校
教
育
の
中
で
ど
う
活

か
さ
れ
て
い
る
の
か
。

ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言
以
降
、
夏

休
み
の
木
工
教
室
や
木
工
ア
ー
ト

教
室
を
実
施
し
た
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に

よ
る
「
森
と
海
と
人
を
つ
な
ぐ
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
講
演
会
を
開
催
し
た
り
し
て
、

木
育
を
通
し
た
豊
か
な
心
の
育
成
に
つ

い
て
親
子
で
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
て
い

る
。
ま
た
、
中
学
校
内
に
定
期
的
に
乳

幼
児
親
子
と
中
学
生
が
集
う
子
育
て
広

場
を
開
設
し
て
い
る
が
、
そ
の
会
場
に

木
の
卵
プ
ー
ル
を
設
置
し
、
乳
幼
児
と

中
学
生
が
木
の
温
も
り
の
中
で
触
れ
合

え
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

一般質問

成
果
が
残
る
キ
ャ
ン
プ
に

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
お

い
て
、
本
市
で
の
キ
ャ
ン
プ
が
決

定
し
た
カ
ナ
ダ
チ
ー
ム
の
滞
在
期
間
は
。

９
月
17
日
か
ら
22
日
ま
で
の
予
定

だ
が
、
後
日
、
組
織
委
員
会
か
ら

公
表
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

俵
山
は
中
国
・
四
国
地
方
で
唯
一

の
公
認
キ
ャ
ン
プ
地
だ
が
、
山
口

県
と
の
連
携
事
業
や
県
と
し
て
の
施
策

に
つ
い
て
要
望
し
て
い
く
の
か
。

平
成
31
年
度
の
県
予
算
に
対
し
、

キ
ャ
ン
プ
チ
ー
ム
の
受
入
体
制
整

備
等
の
支
援
に
つ
い
て
要
望
を
行
っ
た
。

誘
客
対
策
等
に
つ
い
て
も
県
に
働
き
か

け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

市
民
の
機
運
の
盛
り
上
が
り
が
大

事
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

俵
山
地
区
と
は
、
組
織
委
員
会
か

ら
の
情
報
や
キ
ャ
ン
プ
チ
ー
ム
の

情
報
を
共
有
し
、
き
め
細
や
か
な
お
も

て
な
し
に
つ
い
て
、
今
後
検
討
し
て
い

く
。
ま
た
小
学
校
や
団
体
か
ら
チ
ー
ム

と
の
交
流
活
動
の
要
望
が
あ
り
今
後
調

整
し
て
い
く
。
民
間
の
「
世
界
大
会
等

キ
ャ
ン
プ
地
活
性
化
委
員
会
」
と
も
連

携
し
て
い
く
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
レ

ガ
シ
ー
と
は
。

平
成
23
年
以
降
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
の
キ
ャ
ン
プ
地
招
致
の
実
現
に

向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
展
開

し
て
き
た
。
こ
の
過
程
が
長
門
市
の
子

ど
も
達
や
市
民
の
記
憶
に
残
り
、
語
り

継
が
れ
、
レ
ガ
シ
ー
と
な
り
、
ラ
グ
ビ
ー

と
い
え
ば
長
門
市
と
認
識
さ
れ
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
キ
ャ
ン

プ
を
起
点
と
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ

い
て
も
画
期
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

▼ながとブルーエンジェルスと小学生の交流

問問

問

問

問

問

答答

答答答

答▼木育キャラバン

　

S
H

IG
E

H
IR

O
 M

A
S

A
M

I　重廣 正美
議員

　

IW
A

F
U

J
I M

U
T

S
U

K
O

岩藤 睦子
議員

問

答



場
外
舟
券
売
り
場
の

設
置
は
必
要
か

国
土
交
通
省
は
、
場
外
舟
券
売
り

場
の
設
置
許
可
に
あ
た
り
、
地
元

自
治
会
の
同
意
を
得
る
こ
と
、
議
会
が

反
対
の
議
決
を
し
な
い
こ
と
、
首
長
が

同
意
す
る
こ
と
な
ど
を
条
件
と
し
て
い

る
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

雇
用
の
確
保
や
交
流
人
口
の
増
加

を
考
え
る
と
、
一
定
の
経
済
効
果

は
あ
る
も
の
と
予
測
を
さ
れ
る
が
、
今

後
は
、
地
元
自
治
会
、
議
会
の
意
見
が

揃
っ
た
段
階
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を

取
り
ま
と
め
、
場
外
舟
券
売
り
場
設
置

に
つ
い
て
の
意
見
を
申
し
上
げ
た
い
。

場
外
舟
券
売
り
場
の
設
置
に
つ
い

て
は
規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら

ず
、
長
門
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て

必
要
な
い
と
思
う
。
安
心
・
安
全
な
生

活
の
維
持
は
市
民
の
願
い
で
あ
り
、
今

後
、
場
外
舟
券
売
り
場
設
置
に
対
し
て

何
ら
か
の
調
査
検
討
を
行
っ
て
い
く
考

え
は
あ
る
の
か
。

答
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さ
ま
ざ
ま
な
調
査
も
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お

り
、
場
合
に
よ
っ
て
他
市
の
状
況
も
調

査
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

地
域
に
お
け
る
人
口
減
少
対
策
を

小
規
模
校
で
は
子
育
て
の
た
め
に

や
む
を
得
ず
児
童
ク
ラ
ブ
の
あ
る

校
区
に
転
出
す
る
世
帯
が
あ
る
と
聞
い

て
い
る
。
地
域
に
お
け
る
人
口
減
少
に

対
す
る
歯
止
め
と
い
う
視
点
か
ら
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

子
育
て
と
仕
事
が
両
立
で
き
る
環

境
を
整
え
て
い
く
こ
と
は
重
要
で

あ
る
。
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と

ら
え
た
体
制
整
備
に
可
能
な
限
り
努
め

て
い
く
こ
と
が
、
行
政
の
役
割
だ
と
思
っ

て
い
る
。

一般質問

未
給
水
地
区
に
補
助
制
度
新
設
を

地
方
自
治
体
は
安
心
・
安
全
な
生

活
飲
料
水
を
安
定
供
給
す
る
責
務

を
負
っ
て
い
る
が
、
水
道
事
業
を
行
っ

て
い
な
い
地
域
で
生
活
す
る
市
民
は

２
千
人
を
超
え
て
お
り
、
各
世
帯
は
高

額
な
私
費
を
投
じ
て
生
活
飲
料
水
を
確

保
し
て
い
る
。
他
市
で
は
補
助
・
支
援

の
施
策
が
推
進
さ
れ
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
が
本
市
の
現
状
を
尋
ね
る
。

井
戸
水
な
ど
で
生
活
さ
れ
て
い
る

未
給
水
人
口
は
２
、
４
０
５
人
で

市
民
全
体
の
７
％
で
あ
る
。
井
戸
を
掘

る
経
費
や
ポ
ン
プ
の
更
新
な
ど
、
高
額

な
個
人
負
担
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
。
現
在
７
市
が
な
ん
ら
か

の
補
助
施
策
を
行
っ
て
い
る
が
本
市
で

は
補
助
を
行
っ
て
い
な
い
現
状
に
あ
る
。

水
道
未
給
水
地
域
、
中
山
間
部
で

暮
ら
す
市
民
へ
の
負
担
軽
減
だ
け

で
な
く
移
住
者
、
Ｕ
タ
ー
ン
者
支
援
、

災
害
時
な
ど
の
水
源
確
保
等
さ
ま
ざ
ま

な
観
点
か
ら
補
助
制
度
を
設
け
る
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

今
後
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら

補
助
制
度
の
新
設
な
ど
を
含
め
て

検
討
し
て
み
た
い
。

災
害
復
旧
事
業
の

負
担
軽
減
見
直
し
を

農
地
な
ど
の
災
害
復
旧
事
業
は
、

国
と
地
方
公
共
団
体
、
農
家
の
３

者
で
費
用
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
が
、
現
状
の
事
業
運
用
で
は
農
家
負

担
が
高
額
に
な
る
場
合
も
あ
り
、
運
用

の
見
直
し
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

国
庫
補
助
の
災
害
復
旧
事
業
の
対

象
と
な
る
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
条
件

が
あ
る
。
多
額
の
農
家
負
担
を
伴
う
場

合
は
営
農
意
欲
の
減
退
防
止
、
国
土
保

全
等
の
観
点
か
ら
規
則
の
運
用
の
中
で
、

負
担
軽
減
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

問

問

問

問

問 答

答

答

答 答

▼場外舟券売り場の設置予定地

林 哲也
議員

　

H
A

Y
A

S
H

I T
E

T
S

U
Y

A

　

▼地下水くみ上げポンプ

　

S
H

IG
E

M
U

R
A

 N
O

R
IH

IR
O

　

重村 法弘
議員
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学
校
施
設
の
老
朽
化
対
策
を

本
市
の
公
共
施
設
の
多
く
は
高
度

経
済
成
長
期
に
整
備
し
て
き
た
こ

と
か
ら
老
朽
化
し
た
建
物
が
多
い
が
、

老
朽
化
し
た
学
校
施
設
に
つ
い
て
は
今

後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

学
校
施
設
の
中
に
は
老
朽
化
の
進

行
が
著
し
く
、
雨
漏
り
や
外
壁
の

ひ
び
割
れ
が
発
生
し
、
児
童
生
徒
の
学

習
や
生
活
環
境
に
支
障
が
生
じ
て
い
る

も
の
も
あ
る
。
学
校
施
設
の
現
状
把
握

と
劣
化
状
況
評
価
を
行
い
、
施
設
の
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
や
保
全
優
先
度

を
勘
案
し
た
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画

を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
緊
急
を
要

す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
計
画
を
前
倒

し
て
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

学
校
施
設
の
改
修
及
び
修
繕
の
優

先
順
位
に
つ
い
て
伺
う
。

児
童
生
徒
に
危
険
が
及
ぶ
も
の
や

授
業
に
影
響
し
緊
急
を
要
す
る
も

の
を
最
優
先
と
し
、
そ
の
他
の
不
具
合

一般質問

行
政
評
価
制
度
の

さ
ら
な
る
有
効
活
用
を
望
む

行
政
評
価
制
度
に
よ
る
事
務
事
業

評
価
の
目
的
と
成
果
を
問
う
。

目
的
は
、
長
門
市
総
合
計
画
の
将

来
像
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的

施
策
や
事
務
事
業
に
つ
い
て
、
目
的
と

目
標
を
明
確
に
し
、
一
定
の
基
準
を
も
っ

て
検
証
す
る
こ
と
で
成
果
を
重
視
し
た

行
政
運
営
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

成
果
と
し
て
は
、
個
々
の
事
務
事
業

を
毎
年
評
価
す
る
こ
と
で
、
成
果
と
課

題
を
的
確
に
捉
え
、
改
善
策
を
組
み
立

て
実
行
し
て
い
く
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

の
確
立
に
つ
な
が
り
、
関
連
す
る
事
務

事
業
の
整
理
、
統
合
が
図
ら
れ
た
。
職

員
自
ら
も
問
題
意
識
を
持
ち
、
政
策
形

成
能
力
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

行
政
評
価
制
度
は
ど
の
よ
う
な
手

法
で
進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

主
要
な
施
策
の
シ
ー
ト
は
財
政
課

で
、
事
務
事
業
評
価
シ
ー
ト
は
総

務
課
の
経
営
改
革
室
で
担
当
し
て
い
る
。

評
価
内
容
の
確
認
と
関
係
所
属
部
署
と

の
調
整
を
行
い
、
事
業
の
見
直
し
や
政

策
フ
ェ
ス
で
深
化
さ
せ
予
算
編
成
の
重

要
な
参
考
資
料
と
し
て
い
る
。

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
検
証

と
改
善
が
結
果
と
し
て
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
の
で
あ
れ
ば
、

主
要
な
施
策
だ
け
で
な
く
、
業
務
全
般

に
つ
い
て
も
導
入
し
、
業
務
の
効
率
性

と
職
員
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
引
き
上
げ

を
図
っ
て
は
み
て
は
ど
う
か
。

主
要
な
事
業
だ
け
で
も
150
以
上
あ

り
、
そ
れ
以
外
の
事
業
も
多
い
。

事
業
に
対
し
て
は
全
て
デ
ー
タ
と
し
て

残
し
て
お
く
の
が
良
い
が
、
ま
ず
は
課

内
で
議
論
し
、
次
へ
と
つ
な
げ
る
取
り

組
み
が
必
要
で
あ
る
の
で
、
管
理
職
に

話
を
し
て
い
く
。

▼主要な施策の報告書

問

問

問

答

答答

▼仙崎小学校図書室の雨漏り対策 に
つ
い
て
は
教
室
の
使
用
頻
度
を
優
先

順
位
の
判
断
基
準
と
し
て
い
る
。

新
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応
は

平
成
32
年
度
か
ら
新
学
習
指
導
要

領
が
実
施
さ
れ
、
新
た
な
教
科
と

し
て
道
徳
や
外
国
語
の
授
業
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

本
年
度
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

各
学
校
に
お
い
て
指
導
計
画
を
作

成
す
る
と
と
も
に
、
教
材
研
究
、
授
業

研
究
を
積
み
重
ね
て
い
る
。
道
徳
教
育
、

外
国
語
教
育
と
も
に
、
県
教
育
委
員
会

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
教
員
に
対
す

る
研
修
を
実
施
し
て
、
新
学
習
指
導
要

領
の
完
全
実
施
に
向
け
た
準
備
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

答 問

　

H
A

Y
A

K
A

W
A

 A
Y

A
N

O早川 文乃
議員

　

Y
O

S
H

IZ
U

 H
IR

O
Y

U
K

I吉津 弘之
議員

答 問

問

答
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ふ
る
さ
と
納
税
の
有
効
活
用
を

ふ
る
さ
と
納
税
を
増
や
し
、
自
主

財
源
を
確
保
で
き
れ
ば
さ
ま
ざ
ま

な
政
策
が
実
現
で
き
る
。
本
市
に
お
け

る
寄
付
金
の
活
用
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

寄
付
金
に
つ
い
て
は
、
自
然
環
境

や
景
観
保
全
、
伝
統
文
化
の
保
全
、

継
承
、
農
商
工
の
関
連
事
業
、
子
育
て

や
人
材
育
成
等
に
活
用
し
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
額
の
多
い
自
治
体

で
は
複
数
の
サ
イ
ト
を
利
用
し
て

寄
付
金
を
集
め
て
い
る
。
本
市
も
複
数

の
サ
イ
ト
を
利
用
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

手
数
料
の
問
題
等
も
考
慮
し
、
費

用
対
効
果
が
あ
れ
ば
２
社
以
上
の

サ
イ
ト
に
つ
い
て
導
入
を
検
討
し
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
を
増
や
す
た
め
、

な
が
と
物
産
合
同
会
社
が
市
内
の

独
自
の
商
品
を
発
掘
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
し
、
な
が
と
ラ
ボ
や
地
元
生
産
者
等

と
協
働
し
て
開
発
し
た
商
品
を
返
礼
品

に
し
て
全
国
発
信
し
て
は
ど
う
か
。

一般質問

道
路
管
理(

国
道
・
県
道
含
む)

の

取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う

本
市
に
お
い
て
は
、
観
光
客
の
増

加
な
ど
に
よ
り
交
通
量
が
増
加

し
、
県
道
・
市
道
の
道
路
標
示
で
重
要

な
車
線
境
界
線
（
中
央
線
）
等
が
見
え

な
い
な
ど
、
危
険
性
の
高
い
箇
所
が
あ

る
。
市
と
し
て
の
対
策
を
尋
ね
る
。

市
道
に
関
し
て
は
、
予
算
の
関
係

上
、
長
い
区
間
を
引
き
換
え
る
こ

と
は
困
難
だ
が
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や
地
元

要
望
を
踏
ま
え
、
緊
急
度
の
高
い
区
間

か
ら
順
次
引
き
換
え
を
実
施
し
て
い
る
。

国
道
・
県
道
に
つ
い
て
は
道
路
管
理
者

へ
改
善
の
要
望
を
し
て
い
る
。

損
傷
し
た
場
合
、
通
行
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
橋
梁
等
の
重
要
構

造
物
の
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

橋
梁
等
の
重
要
構
造
物
に
つ
い
て

は
点
検
結
果
を
も
と
に
長
寿
命
化

計
画
を
再
検
討
し
、
コ
ス
ト
縮
減
の
観

点
か
ら
、
長
く
健
全
な
状
態
で
使
い
続

け
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
増
設
を

本
市
の
通
常
使
用
で
き
る
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
３
カ

所
し
か
な
く
、
災
害
時
の
対
応
等
も
考

慮
し
た
中
山
間
地
域
等
へ
の
ヘ
リ
ポ
ー

ト
増
設
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
市
の

見
解
を
問
う
。

臨
時
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
増
設
に
つ
い

て
は
、
着
陸
場
所
の
面
積
や
周
囲

の
障
害
物
の
有
無
な
ど
一
定
の
設
置
基

準
を
満
た
す
場
所
の
確
保
が
困
難
な
状

況
で
あ
る
。
な
お
、
災
害
時
に
は
、
現

在
28
カ
所
の
臨
時
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
中
か

ら
よ
り
早
く
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
・
防
災
ヘ

リ
と
合
流
で
き
る
場
所
を
使
用
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

問

問

問 答

答

▼長門市ふるさと寄附応援サイト

▼ドクターヘリ 問答

地
元
業
者
が
独
自
に
取
り
組
む
ほ

う
が
、
よ
り
収
入
に
つ
な
が
る
こ

と
か
ら
、
な
が
と
物
産
合
同
会
社
は
現

在
、
返
礼
品
の
取
り
組
み
が
困
難
な
事

業
所
を
支
援
す
る
と
い
う
形
で
取
り
組

ん
で
い
る
。

総
務
省
が
推
進
し
て
い
る
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と

納
税
は
、
自
治
体
が
支
援
す
る
起
業
家

の
新
規
事
業
資
金
な
ど
を
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
仕
組
み
を
利
用
し
て
支
援
す
る

仕
組
み
で
あ
る
。
本
市
で
は
１
件
も
な

い
が
、
取
り
組
ん
で
み
て
は
ど
う
か
。

信
頼
性
が
高
く
、
社
会
問
題
や
地

域
課
題
を
解
決
す
る
よ
う
な
公
益

性
の
高
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
の

提
案
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
で
も
検
討
し

た
い
。

答 問

　

E
H

A
R

A
 T

A
T

S
U

Y
A

　江原 達也
議員

答

　

N
A

K
A

H
IR

A
 Y

U
U

J
I　

中平 裕二
議員

問答

問 答
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な
が
と
ラ
ボ
運
営
方
針
の

見
直
し
を

な
が
と
ラ
ボ
は
、
運
営
開
始
か
ら

３
年
が
経
過
し
た
。
当
初
の
計
画

で
は
、
平
成
31
年
度
か
ら
自
立
運
営
を

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
現
状
で
は

困
難
と
思
わ
れ
る
。
な
が
と
ラ
ボ
の
問

題
点
を
ど
の
様
に
認
識
し
て
い
る
か
。

平
成
31
年
度
以
降
、
商
品
開
発
の

費
用
を
施
設
の
利
用
料
や
自
走

機
能
に
よ
る
収
益
で
運
営
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
が
、
平
成
29
年
度
実
績
に
よ

る
と
、
収
益
の
柱
で
あ
る
食
肉
加
工
や

惣
菜
加
工
の
収
益
が
想
定
し
た
ほ
ど
上

が
っ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
、
現
時
点

で
は
、
自
立
運
営
す
る
た
め
の
収
益
体

制
に
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

商
品
開
発
事
業
に
は
、
金
、
人
、

も
の
、
時
間
が
か
か
る
。
な
が
と

ラ
ボ
の
商
品
開
発
と
収
益
事
業
を
切
り

離
し
て
考
え
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

商
品
開
発
と
収
益
事
業
を
切
り
離

し
た
場
合
、
商
品
開
発
は
一
般
的

に
コ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
と
し
て
費
用
が
か

か
る
た
め
、
事
業
が
存
続
す
る
限
り
補

助
金
を
投
入
し
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

市
は
施
設
整
備
を
行
い
、
一
定
期
間
、

事
業
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

商
品
開
発
と
収
益
事
業
は
、
切
り
離
さ

ず
、
収
益
事
業
で
得
た
利
益
を
商
品
開

発
に
還
元
さ
せ
て
自
立
運
営
を
目
指
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
な
が
と
ラ
ボ
の
方
針
に
つ

い
て
は
ど
う
考
え
る
の
か
。

市
の
６
次
産
業
化
施
設
で
あ
り
、

商
品
開
発
の
役
割
を
担
う
拠
点
と

し
て
、
所
得
の
向
上
や
雇
用
の
創
出
等

に
繋
が
る
よ
う
取
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
る
。
今
後
と
も
運
営
者
と
し
っ

か
り
連
携
し
、
円
滑
な
運
営
が
で
き
る

よ
う
支
援
し
て
い
く
。

一般質問

問

問

問答 答

答▼ながとラボ

　

O
K

U
S

A
 H

IR
O

K
I　

大草 博輝
議員

光
客
へ
の
お
も
て

な
し
の
た
め
、
二

次
交
通
と
し
て
新

山
口
駅
か
ら
の
、
誰
で
も
利

用
可
能
な
直
行
バ
ス
の
運
行

を
検
討
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
、
と
の
一
般
質
問
が
平
成

29
年
６
月
定
例
会
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
山
口
駅
〜
セ

ン
ザ
キ
ッ
チ
ン
・
長
門
湯
本

温
泉
間
の
直
行
バ
ス
が
平
成

30
年
４
月
か
ら
運
行
さ
れ
、

誰
で
も
利
用
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
新
山
口

駅
か
ら
長
門
市
へ
の
旅
行
者

を
ス
ム
ー
ズ
に
送
迎
す
る
こ

と
が
で
き
、
セ
ン
ザ
キ
ッ
チ

ン
を
観
光
拠
点
と
し
て
、
市

内
各
地
の
観
光
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
過
去
に
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
問
題
、
執
行
部

が
今
後
検
討
す
る
と
し
た
問
題
な
ど
が
、
そ
の
後
ど
う

な
っ
た
か
を
追
跡
調
査
し
ま
し
た
。

追
跡
調
査

一般
質問

二次交通として平成 30年 4月から導入

直行バス運行へ（新山口駅〜センザキッチン・長門湯本温泉）

観

センザキッチン・長門湯本温泉と

ＪＲ新山口駅間を 1 日 2 往復す

る直行便（ジャンボタクシー）。

毎日、1 日 2 往復運行。料金：大

人（中学生以上）2,000 円、小人（小

学生以下）1,000 円、定員 9 名。
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行政

視察

　

津
市
で
は
、
年
齢
や
性
別
、
文
化
、
身

体
の
状
況
な
ど
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が

暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、

総
合
計
画
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

　

東
海
市
は
市
民
の
健
康
づ
く
り
と
生

き
が
い
づ
く
り
の
推
進
を
掲
げ
、
全
庁

的
に
こ
の
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。
生
活
習
慣
病
対
策
と
し
て
、
健
康
診

断
の
結
果
と
簡
単
な
問
診
か
ら
個
人
に

合
っ
た
運
動
強
度
や
食
事
量
な
ど
が
記

載
さ
れ
た
運
動
・
食
生
活
応
援
メ
ニ
ュ
ー

の
作
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
カ

ゴ
メ
発
祥
の
地
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
カ

ゴ
メ
株
式
会
社
と
連
携
し
て
、「
ト
マ
ト

de
健
康
ま
ち
づ
く
り
協
定
」
を
締
結
。

ト
マ
ト
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
と
地
域

の
活
性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
本
市
に

お
い
て
も
医
療
費
の
削
減
や
連
携
の
面

に
お
い
て
参
考
に
な
る
事
業
で
し
た
。

　

磐い

わ

た田
ス
ポ
ー
ツ
部
活
は
、
通
う
中
学

校
に
希
望
す
る
部
活
が
な
い
生
徒
に
対

し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
機
会
を
確
保
す
る
こ

と
や
教
職
員
の
負
担
軽
減
、
企
業
や
大

学
、
地
域
と
の
ス
ポ
ー
ツ
連
携
を
促
進

す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

陸
上
競
技
部
や
ラ
グ
ビ
ー
部
で
は
、

専
門
の
指
導
者
の
も
と
通
常
の
練
習
に

加
え
栄
養
補
給
の
方
法
や
体
の
調
子
を

伝
え
る
方
法
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
と
し

て
の
必
要
な
能
力
を
身
に
つ
け
る
た
め

の
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
試
験
な
ど
学
校
行
事
に
も
配
慮
し
、

練
習
日
程
を
組
む
な
ど
活
動
へ
の
配
慮
・

工
夫
な
ど
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

連
絡
協
議
会
を
発
足
し
、
各
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
啓
発
活
動
及
び
新

た
な
活
動
団
体
の
発
掘
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
市
民
誰
も
が

幸
せ
に
暮
ら
し
や
す
い
社
会
の
実
現
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
積
極
的
に
取

り
組
む
べ
き
事
業
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

橿か
し
は
ら原

市
子
ど
も
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
発
達
障
害
等
を
有
す
る
子
ど
も
や

そ
の
家
族
に
対
し
、
子
ど
も
の
成
長
段
階

に
対
す
る
一
貫
し
た
教
育
的
、
福
祉
的

及
び
医
学
的
支
援
を
行
う
た
め
に
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
は
保
育
士
・
臨

床
心
理
士
・
言
語
聴
覚
士
・
作
業
療
法
士
・

な
ど
多
様
な
専
門
職
を
配
置
し
て
お
り
、

多
岐
に
わ
た
る
療
育
や
遊
び
を
通
じ
て
、

発
達
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
な
土
台
を
作

る
療
育
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
障
害
が
認
め
ら
れ

る
子
ど
も
た
ち
の
自
立
や
社
会
参
加
に

向
け
た
取
り
組
み
の
参
考
と
な
る
事
業

で
し
た
。

　

水
戸
市
で
は
、
稲
作
を
は
じ
め
と
し

た
大
規
模
農
業
経
営
の
確
立
を
ね
ら
い

に
、
農
業
公
社
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
営
農
体
制
の
確
立
、
農
用
地
の

　

（株）
町
田
新
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー
は
、

事
業
者
が
創
業
す
る
際
の
支
援
を
行
い
、

市
内
で
の
開
業
率
を
上
げ
、
産
業
に
持

続
的
な
発
展
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
田
市
、
商
工
会
議
所
、
地
域
金
融

機
関
が
出
資
し
て
い
る
関
係
上
、
こ
れ

ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
人
的

支
援
を
得
ら
れ
る
組
織
で
あ
る
と
と
も

に
、
株
式
会
社
と
し
て
設
立
し
た
こ
と

に
よ
り
意
志
決
定
を
早
め
る
こ
と
に
も

寄
与
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

 

い
き
い
き
元
気
推
進
事
業

愛
知
県
東
海
市　

総
務
民
生

文
教
産
業

 

吉
津
、
江
原
、
三
輪
、
長
尾
、

岩
藤
、
橋
本
、
綾
城

 参加者

 参加者

総
務
民
生
委
員
会
は
11
月
５
日
〜
７
日
、
文
教
産
業
委
員
会
は
11
月
６
日
〜
８
日
の
日
程
で

行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

�

南
野
、
有
田
、
大
草
、
林
、
先
野
、

重
廣
、
重
村
、
中
平
、
早
川

 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進

三
重
県
津
市　

 

子
ど
も
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

奈
良
県
橿
原
市　

 

磐
田
ス
ポ
ー
ツ
部
活
の
取
り
組
み

静
岡
県
磐
田
市　

 
水
戸
市
農
業
公
社
の
取
り
組
み

茨
城
県
水
戸
市　

高
度
利
用
の
推
進
、
地
域
の
特
徴
を
生

か
し
た
産
地
の
形
成
の
３
つ
の
活
動
を

中
心
に
事
業
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
機
械
の
リ
ー
ス
に
よ
る
農
業
経

営
の
規
模
拡
大
推
進
や
、
農
作
業
・
草

刈
り
な
ど
の
受
託
、
牛
乳
を
素
材
に
し

た
乳
製
品
の
製
造
・
販
売
等
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
構
成
員
の
減

少
に
よ
る
運
営
難
や
、
若
者
の
後
継
者

不
足
等
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

 

創
業
支
援
事
業
の
取
り
組
み

東
京
都
町
田
市　



　
平
成
29
年
度
長
門
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
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　9 月定例会の最終日（21 日）に追加提案された平成 29 年度の

各会計決算議案は各常任委員会に付託し、議会閉会中の継続審査

を実施しました。

　10 月 25 日の第 1 回臨時会では平成 29 年度の決算議案５議案

を認定。新たに提案された２議案についても可決しました。

第 1回

臨時会

　

こ
れ
ま
で
予
算
決
算
委
員
会
の

委
員
全
員
で
行
っ
て
い
た
一
般
会

計
の
決
算
審
査
は
、
今
回
、
総
務

民
生
と
文
教
産
業
の
２
つ
の
分
科

会
に
分
け
て
、
所
管
ご
と
に
審
査

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て

専
門
性
を
発
揮
し
た
審
査
と
な
り

ま
し
た
。

財
政
指
標
の
経
常
収
支
比

率
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示

す
比
率
で
、
市
税
・
普
通

交
付
税
を
中
心
と
す
る
経
常
的
な

一
般
財
源
の
経
常
的
経
費
へ
の
充

当
割
合
を
示
す
指
標
で
あ
り
、
平

成
29
年
度
は
前
年
度
比
３
・
３
ポ

９
月
定
例
会 

議
案
第
17
号

イ
ン
ト
増
加
し
92
・
７
％
と
な
っ

た
。
増
加
の
要
因
と
し
て
は
、
主

に
普
通
交
付
税
の
合
併
算
定
替
え

に
よ
る
縮
減
に
よ
り
、
経
常
的
一

般
財
源
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

【
防
災
意
識
啓
発
事
業
】

各
種
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

効
果
は
。

自
宅
や
職
場
な
ど
を
地
図

上
で
確
認
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
各
種
災
害
等
の
危
険
性

を
把
握
し
、
避
難
所
へ
の
経
路
の

確
認
等
に
活
用
で
き
る
と
考
え
て

い
る
。

　【
公
立
保
育
所
運
営
費
】

保
育
士
の
確
保
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

保
育
士
に
つ
い
て
は
約
70

名
確
保
し
て
い
る
が
、
保

育
士
が
常
に
足
り
て
い
る
状
況
で

は
な
く
、
必
要
な
事
態
が
生
じ
た

場
合
に
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
通
じ

募
集
等
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は

東
深
川
保
育
園
の
廃
園
や
子
ど
も

数
の
減
少
な
ど
に
よ
り
若
干
余
裕

が
で
き
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る

が
、
引
き
続
き
さ
ま
ざ
ま
な
方
策

に
よ
り
保
育
士
の
確
保
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

専
門
性
を
発
揮
で
き
る
分
科
会
方
式
へ
変
更

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
お
け
る
歳
入
総
額
は
２
１
３
億
２
３
１
９
万
２
１
９
８
円
、

歳
出
総
額
は
２
０
２
億
８
６
２
２
万
２
２
６
６
円
と
な
り
、
実
質
収
支
で
は
６
億
４
０
９
７
万
４
３
５
０
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
か
ら
分
科
会
方
式
に
変
更
し
て
行
わ
れ
た
予
算
決
算
委
員
会
で
は
、
次
の
よ
う
な
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

今
回
が
初
と
な
る

　
　

分
科
会
方
式
で
審
査

経
常
収
支
比
率
は
増
加

防
災
対
策
の
成
果
は

保
育
士
確
保
の
対
策
は

　

討
論
で
は
、「
平
成
29
年
度
当

初
予
算
案
に
は
反
対
の
立
場
を
表

明
し
て
お
り
、
施
政
方
針
に
基
づ

い
て
執
行
さ
れ
、
確
定
し
た
決
算

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と

の
反
対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
後
、
文
教
産
業
分
科
会
委

員
長
の
発
議
に
よ
っ
て
、
決
算
案

件
の
執
行
部
に
対
す
る
要
望
的
意

見
に
つ
い
て
議
員
間
討
議
を
行
い

ま
し
た
。

【
外
国
人
観
光
客
誘
致
・
宣
伝
事
業
】

知
名
度
は
上
が
っ
て
い
る

が
、
外
国
人
観
光
客
が
取

り
込
め
て
い
な
い
要
因
は
何
か
。

外
国
人
観
光
客
を

さ
ら
に
増
や
す
に
は

要
望
的
意
見
の
提
案
に

つ
い
て
議
員
間
討
議

外
国
人
観
光
客
数
が
増
加

し
て
い
る
実
感
は
あ
る
が
、

正
式
に
集
計
は
で
き
て
い
な
い
。

今
後
は
本
市
へ
の
交
通
手
段
を
充

実
さ
せ
、
外
国
人
観
光
客
の
増
加

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

ココに
注目問

問

問 問

答

答

答

答



可決・認定
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【
総
務
民
生
委
員
会
】
医
療
費
通
知
の
効

果
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

通
知
に
は
診
療
日
数
や
支
払
額
が
記
載

さ
れ
る
た
め
、
医
療
機
関
に
よ
る
医
療

費
の
付
け
増
し
等
の
不
正
を
抑
制
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
今
年
か
ら
様
式
が
変
更
と
な

り
、
確
定
申
告
で
医
療
費
控
除
の
資
料
と
し
て

使
用
可
能
と
な
っ
た
。

平
成
29
年
度
長
門
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
29
年
度
長
門
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

【
総
務
民
生
委
員
会
】
介
護
保
険
料
の
不

納
欠
損
額
約
259
万
円
の
内
容
に
つ
い
て

尋
ね
る
。

介
護
保
険
法
第
200
条
第
１
項
の
時
効
に

よ
っ
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
り
、
45
人
、

621
件
分
の
金
額
で
あ
る
。

平
成
29
年
度
長
門
市
湯
本
温
泉
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

【
文
教
産
業
委
員
会
】
配
湯
利
用
料
の
滞

納
事
案
の
要
因
を
ど
う
分
析
し
て
い
る

の
か
。ホ

テ
ル
産
業
が
低
迷
し
て
お
り
、
収
入

未
済
額
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
が
、
滞
納
額
縮
減
の
た
め
に
臨
戸
訪
問

等
に
お
い
て
事
業
者
に
対
し
早
期
に
滞
納
を
解

消
さ
れ
る
よ
う
強
い
姿
勢
で
臨
ん
で
い
る
。

財
産
の
交
換
に
つ
い
て

　

こ
の
議
案
は
、
三
隅
地
区
工
場
用
地
整
備
事

業
の
用
地
取
得
の
た
め
、
地
権
者
の
協
和
工
業

株
式
会
社
と
土
地
を
交
換
す
る
も
の
で
す
。

【
総
務
民
生
委
員
会
】
土
地
の
交
換
を
す

る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
は
。

相
手
方
と
用
地
購
入
の
交
渉
を
行
っ
た

際
、
代
替
地
と
し
て
同
程
度
の
面
積
の

土
地
を
希
望
さ
れ
た
た
め
、
当
該
土
地
と
交
換

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

議案番号 件　　　　名 結果

9 月定例会 17 平成 29 年度長門市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定

9 月定例会 18 平成 29 年度長門市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

9 月定例会 19 平成 29 年度長門市湯本温泉事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

9 月定例会 20 平成 29 年度長門市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

議案番号 件　　　　名 結果

9 月定例会 21
平成 29 年度長門市後期高齢者医療事業特別会計歳

入歳出決算の認定について
認定

1 平成 30 年度長門市一般会計補正予算（第 4 号） 原案可決

2 財産の交換について 原案可決

配
湯
利
用
料
滞
納
の
要
因
は

医
療
費
通
知
の
効
果
は

介
護
保
険
料
の

不
納
欠
損
の
内
容
は

代
替
地
と
交
換
を

平成 29 年度長門市一般会計歳入歳出決算など

継続審査を含む７議案を

問

問問

問 答

答答

答

予算決算委員会（分科会

による審査が終了して行

われた後期全体会）

第１回臨時会議決結果

　
９
月
定
例
会 

議
案
第
18
号
　

　
９
月
定
例
会 

議
案
第
20
号

　
９
月
定
例
会 

議
案
第
19
号

　
議
案
第
２
号



　長門市議会では議員自らが報酬・期末手当や定数等を調査するため、研究会を立ち上げて調査

研究をしています。このことについて、平成 30 年８月に実施した「市議会議員報酬・期末手当

及び報酬等に関するアンケート」の結果を公開します。

　ご回答いただいた市民の皆様には感謝を申し上げます。お寄せいただきましたご意見・ご批判

等をしっかりと受け止め、今後の議会活動に活かしてまいります。

議会アンケート調査結果

　長門市議会報酬等研究会　
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あなたのお住まいは？ あなたの性別は？ あなたの年齢は？

三隅 １２％

長門 ６０％

男性  ４９％

女性  ３３％
日置 　６％

油谷 １７％

無回答 ５％ 無回答 １８％

無回答 1％20〜 30代  4％

40代  6％

50代 12％

60代 33％

70代以上　44％

ご回答いただいた皆様1,274人／配布 5,010 枚

議会・議員の果たすべき役割は
何だと思いますか。

今の議会は左記の役割を果たし
ていると思いますか。

現状の議員定数１８人につい
てどう思いますか。

長門市議会発行の議会だより
（本紙）を読まれていますか。

現状の議員報酬についてどう思
いますか。

政策の立案・
提案をする

２５％

市民の声・要望を
市政に届ける

４４％
果たしていない
　　５６％

行政を
チェックする
２８％

果たしている
２６％

多い 
４８％

よく読む 
３４％

その他
２％

無回答
１８％

無回答 １１％ 無回答 ８％

無回答
１％

少ない
２％

読まない
８％

チェック機能を
果たしていない
１７％

議会の活動が
見えない
４７％

政策立案能力が
ない　２３％

その他 ８％ 無回答 ４％

高い
５５％

適当である
３９％ 時々、読む

４９％

無回答 ７％

適当である
３４％

低い
４％

（一部、複数回答可）

今の議会に対して一番不満に思
われていることは？

各質問の集計データ



 

地域の意見

や要望を聞い

て欲しい。

 

議員の担い手

確保のためには

報酬も大切。

ほっちゃＴＶの「議会中継」
を視聴されていますか。

よく見る
１３％

無回答 ８％

見ない
２６％

時々、見る
５２％

　議会アンケート集計結果

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

結果の詳しい内容は

長門市議会サイトで！

こちらのＱＲコードからも

アクセスしていただけます。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
用
紙
の
原

本
に
つ
い
て
、
ご
希
望
者
は
本

庁
４
階
の
議
会
事
務
局
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

　

概
要
版
（
自
由
記
述
意

見
を
含
む
）
は
、
本
庁
議

会
事
務
局
、
各
支
所
・

出
張
所
、
長
門
市
立
図

書
館
・
油
谷
分
館
に

て
閲
覧
で
き
ま
す
。

（
コ
ピ
ー
可
・
た
だ

し
コ
ピ
ー
代
有
料
）

※ 
公
開
は
２
月
１
日

か
ら
１
年
間

※ 

長
門
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
公
開
し
ま
す

員報酬・期末手当等について
どう思われていますか。

会・議員へのご意見・ご要望・
ご批判等をお聞かせください。議 議
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ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
用
紙
の

原
本
を
閲
覧
で
き
ま
す

議員

は地方自治、財政、

経済、文教厚生につい

て日々勉強するべき。そ

のスキルの上に議員活動

がある。政策提言はそ

の後だと思う。

議員

と接する機会が

全くない。お茶会

とかで堅苦しくない

場で長門市の話を

聴きたい。

20

年後の長門市の

未来について考えて

いただきたい。市民

と密着した活動を

お願いしたい。

 

政務活動費は増

額すべき。密度の濃

い活動をするのであ

れば報酬アップには

反対しない。

アン

ケートが来たので、

議会だよりやほっちゃテ

レビを見た。でもよく分か

らず、関心の低さを認識。

議員の方に申し訳ないと思

い、今後注視していこ

うと思う。

 

他市との比較はナ

ンセンス。当市の財政

状況や市内の一般企業の

給与額を参考にして決める

べき。議員の必要経費は

政務活動費で支払わ

れるべき。

この

片田舎では考えられ

ぬほどの高報酬と思う。

各議員の活動が市民に分か

るよう紙面などで報告を。

初心にもどり「長門市を良

くしよう」を旗印に改め

て考えてほしい。

議会

が機能しないから議

員報酬を下げるのは本末

転倒。議会が機能していな

いなら自助努力を。自助努

力が困難な方は辞めるべ

き。ゆえに必要な人数

に定数削減を。

 

議員の活動が分

かりづらいため、報酬

が高いと感じる。行政の

チェックだけでなく、よ

り良い政策を提案・実

行して欲しい。



編集後記

▼ 1 ヶ月遅れになりますが、市

民の皆様、新年おめでとうござ

います。皆様のご健康とご多幸

を心よりお祈り申し上げます。

本年も長門市議会をどうぞよろ

しくお願いします。 ▼ 2 月は夏

場以上に室内と室外の温度差が

激しく、体調管理が大変な季節

です。出かけるときは 1 枚余分

委 員 長　　岩 藤 睦 子

部 会 長　　吉 津 弘 之

委　　員　　大 草 博 輝

　　　　　　林 　 哲 也

　 　 　 　 南 野 信 郎

　 　 　 　 有 田 　 茂

　 　 　 　 橋 本 憲 治

　　　　　　中 平 裕 二

ながと市議会だより
発行／山口県長門市議会
編集／議会広報広聴特別委員会
　　　広報部会

長門市議会に関して

インタビューを行いました。

Ｑ�議会報告会について、ご存知ですか。

Ａ�昨年機会があって参加しました。非常に良い事だ

と思いますが、もっとアットホームに各議員と語

れるような会であればいいなと思います。

Ｑ�これからの市議会に望むものは何ですか。

Ａ�市民の素直な要望を市政に反映して欲しいです。

Ｑ�最後にひとこと。

Ａ�ＪＡＬ向津具ダブルマラソンの第 3 回大会を 6

月 9 日に開催します。議員さん達のご理解・ご

協力もいただき、全ての皆さんに元気とパワーを

与えられる大会を目指します。今後ともよろしく

お願いします。

長谷川 泰生さん（59 歳）

向津具ダブルマラソン実行委員長

に着衣し、防水の靴等を着用し

て寒さ対策を。風邪、インフル

エンザ、ノロウイルスを予防す

るためにマスクを着用し、帰宅

時は手洗い・うがいを忘れずに。

疲れたときは無理をせずに休み

を取り、体調管理を万全にして、

この季節を乗り越えましょ

う。

山口県長門市議会事務局　　〒 759-4192　山口県長門市東深川 1339 番地 2　TEL 0837-23-1248（直通）  FAX 0837-22-6353  

　　　　　　　　　　　　　HP http://www.city.nagato.yamaguchi.jp/^gikai/　　　　Email  gikai.shomu@city.nagato.lg.jp

中平

平成 31 年度予算編成に向けて

大西市長に要望書を提出

　平成 30 年 11 月 26 日、３常任委員会（予

算決算、総務民生、文教産業）の委員長の連

名で、平成 31 年度予算編成にあたり、委員

会からの要望書を大西市長に提出しました。

※ 要望書の内容は長門市議会のホームページ

でご覧いただけます。


